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地域医療構想の推進に係る県の取組みについて 

 

県の支援（病床分化・連携関係） 

（１）概要 

   病床の機能分化・連携を推進するため、地域医療介護総合確保基金等を活用し、

各医療機関の実施する以下の事業を支援。 

 

 

 

 

（２）取組実績等 

 ①病床機能の転換の促進 

   ・病床機能分化・連携支援事業費補助金 

  急性期又は慢性期病床から回復期病床に転換する際の事業費を補助 

     実績：11 医療機関（転換病床数：347 床）＜H27-R6 年度＞ 

         R7 年度：実績なし 

   ・病床適正化事業費補助金 

    病床の機能変更や削減に伴う病棟等の用途変更又は処分事業費を補助 

     実績：3医療機関（転換病床数:46 床、削減病床数:172 床）＜R2-6 年度＞ 

         R7 年度実績額（見込）：406,708 千円（対象件数：3件） 

 ・病床転換助成事業費補助金 

    医療療養病床の介護保険施設等に転換する際の事業費を補助 

     実績：1医療機関（慢性期病床 65 床を介護医療院に転換）＜R1 年度＞  

         R7 年度：実績なし 

   ・病床機能再編支援事業（支援金） 

    過剰病床の削減数に応じた支援金の給付 

     実績：3医療機関（削減病床数：135 床）＜R4、5 年度＞  

         R7 年度実績額（見込） 1,313,052 千円（対象件数：4件） 

 ・経営コンサルティング事業（個別経営コンサルティング） 

    医療機能の見直しや経営状況についてのシミュレーションから、経営改善プ

ラン作成、経営改善の実行支援を県が委託する事業者により実施 

  実績：21 医療機関＜R2-6 年度＞ 

         R7 年度予算額 7,568 千円（対象予定件数：4件） 

  ②医療機関相互の機能の分担及び連携 

・医療機関統合再編施設整備費補助金 

   複数医療機関の統合又は再編による施設整備費等を補助 

    実績：西濃厚生病院（揖斐厚生病院、西美濃厚生病院） 

＜R4、5 年度補助：R5.10 月開院＞ 

        公立東濃中部医療センター（土岐市総合病院、東濃厚生病院） 

＜R5-7 年度補助：R8.2 月開院予定＞ 

         R7 年度実績額（見込）：3,725,275 千円 

①病床機能の転換の促進（過剰病床の削減、回復期病床や介護機能への転換） 

②医療機関相互の機能の分担及び連携 

③地域における特定の医療機能の強化 
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 ・経営コンサルティング事業（病院間連携促進支援） 

    連携を指向する病院の課題分析や連携方法の提案を県が委託する事業者に

より実施 

     実績：7医療機関＜R3-6 年度＞  

         R7 年度予算額：4,686 千円（対象予定件数：2件） 

 

③地域における特定の医療機能の強化 

   ・医療機能特化推進事業費補助金 

    特定の医療機能を担う医療機関が当該機能を強化する際の事業費を補助 

     実績：43 医療機関＜H28-R6 年度＞ 

         R7 年度実績額（見込）：75,364 千円（対象件数：6件） 

 

④その他 

   ・病床数適正化支援交付金（国 R6 補正予算・医療施設等経営強化緊急支援事業）） 

    医療需要の急激な変化を受けて病床数の適正化を進める医療機関に対し、病 

    床削減数に応じた支援金を給付 

     １次内示額：410,400 千円（100 床分） 

     ２次内示額：537,624 千円（131 床分） 

 

 

（３）その他 

○岐阜県内病院の機能再編検討セミナーの実施（オンライン動画） 

   令和７年６月から８月に実施した財務諸表の調査に基づく経営傾向分析を踏

まえて、病床の機能再編の必要性について理解を深めるためのオンラインセミ

ナーを開催 

    対 象 者：岐阜県内の病院・医師会・病院協会・保健所及び市町村の関係者 

    視聴期間：令和８年２月公開予定 

 


